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人が輝き　まちが輝き　明日に輝く　やまつり町

カンガルーくらぶ 10周年記念特集
【特集】

広がる子育ての輪
　５月に10周年を迎えた「子育てつどいの広場カンガルーく

らぶ」。この 10 年で変化した町内の子育て親子を取り巻く環

境や子育て親子同士の輪の広がりなど、子育て支援の拠点と

して活躍してきたこの事業についてご紹介します。
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現
在
、
日
本
は
世
界
に
類
を
見

な
い
少
子
高
齢
化
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
日
本
の
人
口
は
今
後
長
期

的
に
減
少
し
、
さ
ら
に
少
子
高
齢

化
が
急
速
に
進
む
こ
と
が
予
測
さ

れ
、
我
が
国
の
社
会
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

少
子
化
は
合
計
特
殊
出
生
率
の

低
さ
が
要
因
で
、
こ
れ
は
結
婚
の

晩
婚
化
や
未
婚
化
、
若
い
世
代
な

ど
の
所
得
の
伸
び
悩
み
、
女
性
の

就
労
継
続
問
題
な
ど
様
々
な
要
因

が
重
な
っ
て
起
き
て
い
ま
す
。

　

都
会
で
は
、
保
育
園
に
入
れ
な

い
待
機
児
童
の
問
題
な
ど
、
子
育

て
の
問
題
が
大
き
く
取
り
沙
汰
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
は
社
会

の
希
望
で
あ
り
、未
来
の
力
で
す
。

次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
を
安

心
し
て
生
み
、
育
て
る
こ
と
が
で

き
る
環
境
を
整
備
し
、
女
性
が
安

心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
平
成
19
年
５
月
に
町

社
会
福
祉
協
議
会
を
実
施
主
体
と

し
て
発
足
し
、
今
年
で
10
周
年
を

迎
え
た
の
が
、
子
育
て
つ
ど
い
の

広
場
「
カ
ン
ガ
ル
ー
く
ら
ぶ
」
で

す
。
今
月
号
で
は
、
子
育
て
中
の

お
母
さ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
お

子
さ
ん
が
集
ま
り
、
一
緒
に
遊
ん

だ
り
お
話
し
た
り
し
て
楽
し
く
過

ご
す
場
、
育
児
な
ど
の
悩
み
を
ス

タ
ッ
フ
に
気
軽
に
相
談
で
き
る

場
、
育
児
情
報
が
わ
か
る
場
と
し

て
活
動
を
続
け
る
「
カ
ン
ガ
ル
ー

く
ら
ぶ
」
こ
の
10
年
間
の
歩
み
と

そ
こ
に
参
加
し
て
い
る
人
た
ち
や

支
え
て
い
る
人
達
の
声
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　カンガルーくらぶは少子化などによって子育

て環境の低下を見据え、家庭、地域の子育て支

援機能の強化を図ることを目的に町から社会福

祉協議会が委託を受け、地域子育て支援拠点事

業として発足しました。

　地域子育て支援拠点事業の発足は当時、福島

県でも 4番目とのことで、すべてにおいて手

探り状態で行ってきたと聞いております。

　発足から１０年が経ち最初の子どもたちはす

でに中学生になっており、多くの子供たちの成

長を見守ってくることができました。これもひ

とえに、関係各位のご尽力の賜物であると感謝

申し上げます。

　矢祭町は「元気な子どもの声が聞こえる町」

のスローガンのもと、すこやか赤ちゃん誕生祝

い金、保育料の半額化、１８歳以下医療費無料

化、放課後児童クラブなどを行って、安心して

子育てができる環境を提供してきています。カ

ンガルーくらぶも未就園児とお母さんのために

仲間づくりや、子育ての悩みや不安を解消する

場として非常に大事な役割を担っていて、アン

ケートからもカンガルーくらぶが若いお母さん

たちの子育ての強い味方になっていることがわ

かります。

　今後も１０年、２０年と矢祭町のお母さんた

ちの子育て支援のために積極的に取り組んで参

りますので、さらなる皆様方のお力添えを賜り

ますようお願い申し上げます。

齋藤　登
矢祭町社会福祉協議会長

PROFILE
【さいとうのぼる】

下石井在住。平成２７年５月

に会長就任。趣味はゴルフ、

音楽鑑賞。犬の散歩が日課。

N
oboru   Saitou

山村開発センター視聴覚室に作られた壁文字

10th
aniversary

【特集】
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広がる子育ての輪
【
特
集
】

カンガルーくらぶ10周年記念特集

開所から「カンガルーくらぶ」を支えている二人のサポート
スタッフさんにお話を伺いました。（司会：広報担当）

中野美智子 × 緑川洋子

緑
：
だ
い
た
い
60
組
の
親
子

が
登
録
し
て
い
て
、
結
構
人

は
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

中
：
た
し
か
に
結
構
多
か
っ

た
で
す
よ
ね
。
そ
し
て
、
そ

れ
ま
で
月
１
回
の
「
ひ
よ
こ

教
室
」
し
か
な
か
っ
た
も
の

が
、「
カ
ン
ガ
ル
ー
く
ら
ぶ
」

が
始
ま
っ
て
週
３
回
開
催
さ

れ
た
こ
と
で
、
生
活
の
一
部

と
し
て
気
兼
ね
な
く
来
て
く

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
気
が
し

ま
す
ね
。

緑
：
そ
う
で
す
ね
。
当
時
は

い
ろ
ん
な
行
事
や
遠
足
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
を
始
め
て
、
楽

し
ん
で
も
ら
え
て
い
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
ね
。
一
回
目

の
遠
足
で
は
「
な
か
が
わ
水

遊
園
」
に
行
き
、
芝
生
の
上

で
お
弁
当
を
広
げ
て
食
べ
た

り
も
し
ま
し
た
ね
。

中
：
そ
う
で
し
た
ね
。
希
望

し
た
親
子
と
バ
ス
１
台
を
貸

し
切
っ
て
行
っ
て
い
ま
し
た

ね
。
遠
足
は
、
家
庭
と
違
っ

て
同
じ
年
代
の
お
子
さ
ん
を

持
つ
お
母
さ
ん
同
士
で
お
話

し
が
で
き
て
、
お
子
さ
ん
だ

け
で
な
く
お
母
さ
ん
も
楽
し

め
て
い
た
と
思
い
ま
す
ね
。

緑
：
今
回
開
催
し
た
10
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
に

お
父
さ
ん
が
多
く
て
驚
き
ま

し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
嬉
し

か
っ
た
で
す
ね
。

中
：
私
も
そ
れ
は
感
じ
ま
し

た
。
時
代
は
変
わ
っ
た
な
と

思
い
ま
し
た
。（
笑
）
昔
は

お
父
さ
ん
が
手
を
つ
な
い
で

遊
び
の
輪
に
入
る
と
い
う
こ

と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
今
の
お

父
さ
ん
は
抵
抗
な
く
当
た
り

前
の
よ
う
に
子
育
て
に
参
加

し
て
い
る
方
が
増
え
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
10
年

で
一
番
変
わ
っ
た
な
と
感
じ

る
の
は
そ
こ
で
す
か
ね
。

緑
：
そ
う
で
す
ね
。
時
代
で

す
よ
ね
。

カ
ン
ガ
ル
ー
く
ら
ぶ
10
年
の
歩
み

平
成
19
年
５
月　
　

カ
ン
ガ
ル
ー
く
ら
ぶ
開
所
（
午
前
10
時
〜

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
４
時
、
週
３
回
（
火
・
金
・
土
）
開
催
）

　
　
　
　
　
　
　
　

子
育
て
講
座
開
始
（
月
１
回
）

　
　
　
　

６
月　
　

英
語
教
室
開
始
（
週
１
回
）

　
　
　
　

７
月　
　

手
の
ひ
ら
の
会
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か

　
　
　
　
　
　
　
　

せ
が
始
ま
る
（
月
１
回
）

　
　
　
　

平
成
20
年
３
月　
　

火
・
水
・
金
、
第
１
・
３
土
曜
日
開
催
に
変
更

　
　
　
　

４
月　
　

英
語
教
室
月
２
回
に
変
更

　
　
　
　
　
　
　
　

親
子
ビ
ク
ス
開
催
（
全
12
回
）

　
　
　
　
　
　
　
　

食
育
推
進
事
業
開
催
（
全
５
回
）

　
　
　
　

６
月　
　

お
母
さ
ん
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ミ
ナ
ー
開

　
　
　
　
　
　
　
　

催
（
全
４
回
）

　
　
　
　

10
月　
　

親
子
バ
ス
旅
行
「
な
か
が
わ
水
遊
園
」

　
　
　
　

12
月　
　
「
お
も
ち
ゃ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
開
催

平
成
21
年
３
月　
　

Ｆ
Ｃ
Ｔ
の
「
お
し
え
て
！
う
つ
く
し
ま
」　

　
　
　
　
　
　
　
　

に
紹
介
さ
れ
る

　
　
　
　

４
月　
　

親
子
ビ
ク
ス
開
催
（
全
10
回
）

　
　
　
　

６
月　
　

第
１
号
の
カ
ン
ガ
ル
ー
だ
よ
り
を
発
行

　
　
　
　
　
　
　
　

親
子
お
や
つ
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
開
催
（
全
８
回
）

　
　
　
　
　
　
　
　

お
母
さ
ん
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ミ
ナ
ー
開

　
　
　
　
　
　
　
　

催
（
全
４
回
）

　
　
　
　

７
月　
　

ク
ロ
エ
先
生
に
よ
る
英
語
教
室
開
始
（
月

　
　
　
　
　
　
　
　

２
回
）

　
　
　
　

９
月　
　

近
藤
美
智
子
先
生
に
よ
る
音
楽
講
座
（
月

　
　
　
　
　
　
　
　

２
回
）

　
　
　
　

10
月　
　

親
子
バ
ス
旅
行
「
か
み
ね
動
物
園
」

平
成
22
年
１
月　
　

子
育
て
講
座
で
運
動
会
開
催
（
協
力
：
食

　
　
　
　
　
　
　
　

生
活
改
善
推
進
員
）

　
　
　
　
　
　
　
　

家
庭
教
育
支
援
「
親
と
子
の
ま
な
び
タ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　

ム
」
開
催　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ち
ゃ
作
り
講
演
会
開
催

　
　
　
　

４
月　
　
「
は
じ
め
ま
し
て
の
日
」
を
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
「
親
子
ビ
ク
ス
」
開
催
（
全
10
回
）

　
　
　
　

６
月　
　

親
子
遠
足
「
な
か
が
わ
水
遊
園
」

　
　
　
　

７
月　
　

子
育
て
講
座
（
石
井
幼
稚
園
と
交
流
会
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
「
親
子
お
や
つ
作
り
教
室
」
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　

サ
マ
ー
シ
ョ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
入
開

　
　
　
　
　
　
　
　

始
（
中
学
生
）

　
　
　
　
　
　
　
　

食
育
講
座
「
こ
め
こ
め
講
座
」（
全
４
回
）

　
　
　
　

10
月　
　
「
親
子
音
楽
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　

子
育
て
講
座
（
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
弁
当
作
り
）

　
　
　
　

12
月　
　
「
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
教
室
」
開
催

平
成
23
年
１
月　
　

子
育
て
講
座
「
だ
ん
ご
さ
し
」（
協
力
：
食

　
　
　
　
　
　
　
　

生
活
改
善
推
進
員
）

　
　
　
　
　
　
　
　
「
ミ
ニ
お
も
ち
ゃ
博
物
館
」
２
日
間
開
催

　
　
　
　

３
月　
　

東
日
本
大
震
災
発
生
（
利
用
者
な
し
）

　
　
　
　
　
　
　
　

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
避
難
所
開
所
に
よ
り
休
止

　
　
　
　

４
月　
　

カ
ン
ガ
ル
ー
く
ら
ぶ
再
開

　
　
　
　

５
月　
　

お
誕
生
会
開
始　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
「
お
や
つ
講
座
」
開
催
（
全
６
回
）

　
　
　
　

６
月　
　

親
子
遠
足
「
な
か
が
わ
水
遊
園
」

　
　
　
　

８
月　
　
「
親
子
漢
学
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

　
　
　
　

10
月　
　
「
リ
ト
ミ
ッ
ク
講
座
」
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　

子
育
て
講
座
「
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
」
開
催

　
　
　
　

11
月　
　

子
育
て
講
座
「
た
ば
こ
の
害
」
の
学
習
会
開
催

　
　
　
　

12
月　
　
「
ク
リ
ス
マ
ス
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
」
開
催

中
：
子
ど
も
に
と
っ
て
も
親

に
と
っ
て
も
居
心
地
の
い
い

場
所
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
願
い
が
あ
る
の
で
、
本
当

に
な
ん
の
抵
抗
も
な
く
、
い

つ
も
来
る
と
こ
ろ
と
い
う
感

じ
で
来
て
も
ら
い
た
い
で
す

ね
。
親
支
援
と
い
う
か
お
母

さ
ん
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き

て
、
子
ど
も
さ
ん
も
楽
し
め

る
、
毎
日
の
生
活
が
楽
し
く

な
る
よ
う
な
場
所
で
は
あ
る

の
か
な
と
は
思
い
ま
す
ね
。

緑
：
そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
と

一
緒
に
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

の
き
っ
か
け
作
り
の
場
と
い

う
役
割
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
お
母
さ
ん
た
ち
が
友
達

に
な
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
も

友
達
に
な
っ
て
と
い
う
と
こ

ろ
を
私
た
ち
が
お
手
伝
い
が

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
ね
。

中
：
そ
れ
も
あ
り
ま
す
ね
。

私
は
、
子
ど
も
さ
ん
へ
の
支

援
と
い
う
よ
り
は
お
母
さ
ん

へ
の
支
援
を
重
点
的
に
で
き

た
ら
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

毎
日
笑
顔
で
接
し
て
く
れ
る

お
母
さ
ん
に
育
て
ら
れ
た
子

ど
も
は
、
絶
対
に
良
い
子
に

育
つ
と
思
う
の
で
、
お
母
さ

ん
が
子
育
て
に
ゆ
と
り
を

も
っ
て
も
ら
え
れ
ば
そ
れ
が

子
育
て
支
援
に
な
る
の
で
は

な
い
か
な
と
考
え
ま
す
ね
。

緑
：
そ
れ
は
間
違
い
な
い
で

す
ね
。
家
に
閉
じ
こ
も
り
が

ち
な
子
育
て
か
ら
、
少
し
の

時
間
解
放
さ
れ
て
、
気
分
転

換
に
も
な
り
、
悩
み
事
が
解

決
で
き
る
場
が
こ
こ
で
あ
る

よ
う
に
感
じ
ま
す
ね
。
だ
か

ら
こ
そ
、
ま
だ
来
た
こ
と
の

な
い
お
母
さ
ん
た
ち
に
は
一

度
で
い
い
か
ら
来
て
も
ら
い

た
い
で
す
ね
。
知
ら
な
い
所

に
行
く
の
は
少
し
抵
抗
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
気

軽
に
来
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し

い
で
す
。

　

中
野
さ
ん
、
緑
川
さ
ん
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

Special talks

Michiko   Nakano

中野　美智子
サポートスタッフ

Youko   Midorikawa

緑川　洋子
サポートスタッフ

Q
：
開
所
当
時
に
つ
い
て

　
　

教
え
て
く
だ
さ
い
。

特
別
対
談

PROFILE
【なかのみちこ】

関岡在住。平成１９年５月から現在

までサポートスタッフとして活躍

中。趣味はガーデニング。育ててい

る花の水やりと飼っているメダカへ

のエサやりが日課。

PROFILE
【みどりかわようこ】

東舘在住。平成１９年５月から平成

２３年１２月まで、平成２６年４月か

ら現在までサポートスタッフとして活

躍中。趣味は樹脂粘土細工。朝のラジ

オ体操と韓流ドラマを見ることが日課。

Q
：
10
年
が
経
過
し
て

　
　

変
わ
っ
た
こ
と
は
？

Q
：
カ
ン
ガ
ル
ー
く
ら
ぶ

　
　

の
役
割
と
は
？

親支援をしていくことが、
子育て支援に繋がっていく



カ
ン
ガ
ル
ー
く
ら
ぶ
で

楽
し
く
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
　

５
月　
　

サ
ツ
マ
イ
モ
と
か
ぼ
ち
ゃ
の
苗
植
え
（
協

　
　
　
　
　
　
　
　

力
：
保
科
喜
一
さ
ん
・
野
口
勇
さ
ん
）

　
　
　
　
　
　
　
　

歯
科
相
談
開
催
（
講
師
：
川
又
セ
ツ
子
さ
ん
）

　
　
　
　

７
月　
　
「
親
子
あ
そ
び
講
座
」
開
催

　
　
　
　

10
月　
　
「
親
と
子
の
ま
な
び
タ
イ
ム
」
開
催

　
　
　
　

12
月　
　
「
ク
リ
ス
マ
ス
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
」
開
催

平
成
27
年
２
月　
　

お
も
ち
ゃ
ひ
ろ
ば
を
開
催
（
協
力
：
お
も

　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ゃ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

　
　
　
　

３
月　
　

福
島
県
森
林
組
合
連
合
会
よ
り
積
み
木
寄
贈

　
　
　
　

５
月　
　
「
親
子
ビ
ク
ス
」
開
催
（
全
４
回
）

　
　
　
　

10
月　
　

三
村
り
ん
ご
園
で
「
り
ん
ご
狩
り
」
実
施

　
　
　
　

11
月　
　

郷
土
食
の
会
食
（
協
力
：
食
生
活
改
善
推
進
員
）

　
　
　
　

12
月　
　
「
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
教
室
」
開
催

平
成
28
年
２
月　
　
「
こ
ん
に
ゃ
く
生
擦
り
体
験
教
室
」開
催（
協

　
　
　
　
　
　
　
　

力
：
一
畝
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
員
）

　
　
　
　

５
月　
　
「
お
え
か
き
あ
そ
び
の
日
」
開
始
（
月
１
回
）

　
　
　
　
　
　
　
　
「
は
じ
め
ま
し
て
の
日
」
再
開
始

　
　
　
　
　
　
　
　

手
作
り
の
木
製
ベ
ン
チ
を
寄
贈
（
古
張
建
築
）

　
　
　
　
　
　
　
　

ピ
ー
マ
ン
と
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え
（
協

　
　
　
　
　
　
　
　

力
：
藤
田
良
子
さ
ん
）

　
　
　
　
　
　
　
　
「
食
育
講
座
」
開
催
（
全
７
回
）

　
　
　
　

６
月　
　
「
親
子
ビ
ク
ス
」
開
催
（
全
５
回
）

　
　
　
　

12
月　
　
「
ク
リ
ス
マ
ス
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
」
開
催

平
成
29
年
１
月　
　

お
も
ち
ゃ
ひ
ろ
ば
を
開
催
（
協
力
：
お
も

　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ゃ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

　
　
　
　

５
月　
　

10
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
「
カ
ン
ガ
ル
ー
く

　
　
　
　
　
　
　
　

ら
ぶ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
開
催

平
成
24
年
３
月　
　

荒
牧
光
子
さ
ん
を
講
師
に
「
親
子
遊
び
講

　
　
　
　
　
　
　
　

座
」
開
催

　
　
　
　

４
月　
　
「
公
園
で
あ
そ
ぼ
う
デ
ー
」
開
始
（
４
〜
10

　
　
　
　
　
　
　
　

月
ま
で
月
１
回
）

　
　
　
　

６
月　
　

親
子
遠
足
「
か
み
ね
動
物
園
」

　
　
　
　
　
　
　
　

カ
サ
ン
ド
ラ
先
生
に
よ
る
英
語
教
室
開
始

　
　
　
　
　
　
　
　
（
月
１
回
）

　
　
　
　

７
月　
　
「
親
子
食
育
講
座
」
開
催
（
全
５
回
）

　
　
　
　

８
月　
　
「
親
子
音
楽
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

　
　
　
　

10
月　
　
「
ア
ロ
マ
講
座
」
開
催

　
　
　
　

11
月　
　

救
急
法
学
習
「
子
育
て
支
援
を
進
め
る
県

　
　
　
　
　
　
　
　

民
運
動
」
の
一
環

　
　
　
　

12
月　
　
「
ク
リ
ス
マ
ス
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
」
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
「
演
劇
鑑
賞
会
」
開
催

平
成
25
年
２
月　
　

石
井
幼
稚
園
と
合
同
で
「
親
子
ふ
れ
あ
い

　
　
　
　
　
　
　
　

会
」
開
催

　
　
　
　

３
月　
　

１
年
間
の
活
動
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
鑑
賞

　
　
　
　

５
月　
　

県
社
会
福
祉
協
議
会
「
は
あ
と
ふ
る
・
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　

く
し
ま
」
の
取
材
を
受
け
る

　
　
　
　

　　　
　
　

サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え
（
協
力
：
保
科
喜

　
　
　
　
　
　
　
　

一
さ
ん
・
本
多
秋
吉
さ
ん
）

　
　
　
　

６
月　
　

親
子
遠
足
「
か
み
ね
動
物
園
」

　
　
　
　

８
月　
　
「
親
子
音
楽
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

　
　
　
　

10
月　
　

サ
ツ
マ
イ
モ
堀
り
実
施

　
　
　
　

11
月　
　
「
香
り
の
ク
ラ
フ
ト
講
座
」
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　

交
通
教
室
（
講
師
：
矢
祭
駐
在
所
）

　
　
　
　

12
月　
　

和
室
前
庭
の
砂
場
が
完
成
し
、
利
用
開
始

平
成
26
年
４
月　
　

週
４
回
（
月
・
火
・
水
・
金
）
午
前
10
時

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
午
後
３
時
に
変
更

7 6

１　手づくりおやつ教室でクッキーをつくる親子
２　バルーンアートに挑戦する親子
３　水ヨーヨーを見事に釣り上げた親子
４　「手のひらの会」による「おむすびころりん」の読み聞かせ
５　荒牧光子さんによる親子遊び教室

戸田さんご家族
東舘在住

interview ①

　

開
設
当
時
は
、
現
在
よ
り
も
就
園

前
ま
で
家
庭
で
子
育
て
し
て
い
る
方

が
多
く
、利
用
者
も
多
か
っ
た
の
で
、

和
室
が
満
員
状
態
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た

他
市
町
へ
の
視
察
や
ど
の
よ
う
に
し

た
ら
利
用
中
の
親
子
に
楽
し
ん
で
も

ら
え
る
か
話
し
合
う
な
ど
の
試
行
錯

誤
が
、
今
の
カ
ン
ガ
ル
ー
く
ら
ぶ
を

形
作
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
利
用
者
の
方
、
ス
タ
ッ
フ
、

職
場
の
方
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
方
に

支
え
ら
れ
て
き
た
お
か
げ
で
10
周
年

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
、
利
用
中
の
親
子
に
と
っ

て
居
心
地
の
良
い
場
所
と
な
る
よ
う

ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
な
が
ら
、

よ
り
良
い
カ
ン
ガ
ル
ー
く
ら
ぶ
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Aniversary Event

佐藤  春香【さとうはるか】

矢祭町社会福祉協議会保育士

H
aruka   Satou

「カンガルーくらぶ」担当者

　5月 14 日（日）午前 9時 30 分から午後 3時まで山村開発セン
ターで開催され、現在利用中の親子や過去に利用した親子、サポ
ートスタッフ、ボランティアなど多くの方が参加しました。
　フェスティバルでは、親子遊びや手づくりおやつ教室、「手の
ひらの会」による読み聞かせ、食生活改善推進員によるすいとん
の炊出し、水ヨーヨーすくい、おもちゃ作り教室、バルーンアー
ト教室などが催され、参加した親子やスタッフが一緒に楽しみな
がら 10 周年を祝いました。

10 周年記念イベント
カンガルーくらぶフェスティバル

参加した方にお話を伺いました

小松さんご家族
東舘在住

interview ②

　

子
育
て
つ
ど
い
の
広
場
「
カ

ン
ガ
ル
ー
く
ら
ぶ
」
は
、
保
育

園
に
行
っ
て
い
な
い
乳
幼
児
と

そ
の
お
母
さ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
を
対
象
と
し
た
地
域
子
育
て

支
援
拠
点
事
業
で
す
。

　

月
１
回
、
保
育
士
に
よ
る
手

遊
び
や
製
作
、
季
節
の
行
事
な

ど
子
育
て
に
役
立
つ
「
カ
ン
ガ

ル
ー
講
座
」
を
開
催
。
ま
た
、

誕
生
会
や
親
子
ビ
ク
ス
、
公
園

で
遊
ぼ
う
デ
ー
等
も
行
っ
て
い

ま
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

は
直
接
お
越
し
下
さ
い
。（
交

通
手
段
が
な
い
場
合
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。）

実
施
日　

毎
週
月
・
火
・
水
・

　

金
曜
日
（
祝
祭
日
、
年
末
年

　

始
を
除
く
）

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

矢
祭
町
山
村
開
発
セ
ン

　

タ
ー
（
和
室
）

問
い
合
わ
せ　

☎
４
６
‐
２
０

　

９
７

１ ２

３

４

５

「カンガルーくらぶ」利用案内

《利用手順》
・初めてご利用の際は、登録申込書に必要事項
　を記入して下さい。２回目以降は、出席表の
　自分の名前のところに○をつけて下さい。

《ご協力のお願い》
・家からのおもちゃ、絵本などの持ち込みはご
　遠慮下さい。
・オムツ等のごみは必ず各自お持ち帰り下さい。
・持ち物や貴重品などは各自で管理して下さい。
・お子さんの安全については、保護者の方が責
　任をお持ち下さい。
・お帰りの際には、スタッフに声を掛けて下さ
　い。（スタッフが事務所にいる場合も一声お願
　いします。）
・体調が悪い時には、利用を控えましょう。

　チラシを見て、子どもたちが行
きたいということで参加しまし
た。８年前からここを利用してき
ましたが、お父さんも一緒のイベ
ントはこれが初めてでした。クッ
キー作りやバルーンアートなどみ
んなで楽しめて、家族がまとまっ
たように感じました。

　娘が６か月の頃（平成２７年１
月頃）から利用させてもらってい
ます。今回のイベントは、お父さ
んも参加できるようなものだった
ので、家族で娘の成長を見ること
ができる良い機会となりました。
娘も親子遊びが楽しかったようで
す。

広がる子育ての輪
【
特
集
】

カンガルーくらぶ10周年記念特集



＊調理実習の講師は、町管理栄養士が行います。

＊調理実習の講師は、町管理栄養士が行います。

第１回調理実習後の会食

て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
が
野
菜
を
育

て
る
過
程
を
通
し
て
、
食
べ
物
へ
の

関
心
を
高
め
る
狙
い
が
あ
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
育
て
た
野
菜
な
ど
を

使
っ
た
、
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
て
薄
味

の
食
事
を
親
子
で
調
理
し
て
も
ら
い

ま
す
。

　

次
回
の
開
催
は
、７
月
26
日
（
水
）

で
す
。
ト
マ
ト
・
き
ゅ
う
り
の
収
穫

体
験
と
簡
単
な
調
理
実
習
を
行
い
ま

す
の
で
、
こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
参
加
下

さ
い
。

　

町
民
福
祉
課
健
康
グ
ル
ー
プ
（
山

　

村
開
発
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
４
６
‐

　

２
０
９
７
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矢
祭
町
食
生
活
改
善
推
進
委
員
会

（
ス
プ
ー
ン
の
会
）
は
、「
私
た
ち
の

健
康
は
私
た
ち
の
手
で
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
現
在
は

女
性
だ
け
で
は
な
く
、
男
性
会
員
も

活
躍
中
で
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
矢
祭
町
の
生

活
習
慣
病
の
状
況
や
死
亡
の
原
因
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
た
り
、
子
ど
も

の
肥
満
・
む
し
歯
の
状
況
に
つ
い
て

も
学
ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
現
状
を
改

善
す
る
た
め
に
、
減
塩
や
年
代
に

合
っ
た
食
事
に
つ
い
て
講
話
や
調
理

実
習
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

５
月
23
日
（
火
）
に
第
１
回
目
の

調
理
実
習
を
行
い
ま
し
た
が
、
今
後

も
下
記
表
の
日
程
で
調
理
実
習
や
料

理
教
室
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。
町

民
の
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
実

施
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
山
村
開
発

セ
ン
タ
ー
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
参
加
費
１
０
０
円
）

　

ス
プ
ー
ン
の
会
は
、
矢
祭
町
の
食

生
活
改
善
の
た
め
に
こ
れ
か
ら
も
活

動
し
て
い
き
ま
す
。
地
域
で
の
活
動

等
で
調
理
実
習
や
栄
養
に
つ
い
て
学

び
た
い
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

カ
ン
ガ
ル
ー
く
ら
ぶ
と
共
同
で
開

催
し
て
い
る
親
子
食
育
講
座
で
は
、

さ
つ
ま
い
も
や
夏
野
菜
な
ど
を
育
て

食
生
活
改
善
推
進
委
員
会

（
ス
プ
ー
ン
の
会
）
よ
り

６
月
は
食
育
月
間
、

毎
月
19
日
は
食
育
の
日
で
す

Health 
information

健康情報

■「スプーンの会」調理実習日程

回 月　　日 内　　容 調　　理

第２回 ６月２７日（火） 食中毒予防 缶詰レシピ

第３回 ７月２５日（火） 高齢者の食生活 かる塩レシピ

第４回 ９月２６日（火） 旬の食材・食品ロス 秋の味覚

第５回 １０月２４日（火） こどもの食生活 郷土料理

第６回 ２月２７日（火） 大人の食生活 ちらし寿司

　６月４日（日）から６月１０日（土）は、歯と口の健康週間です。
　生きる力を支える口腔の健康「～生涯を通じた８０２０（８０歳で２０本以上の歯があ
ること）運動～」が国で推進されています。
　矢祭町のむし歯有病率は、３歳児より増加しています。子どもたちは自分で上手に歯の
汚れを落とせません。小学４年生までは、家族の方の仕上げ磨きが必要です。
　矢祭町の１人あたりの歯科医療費は毎年増加傾向にあり、福島県内においても上位の金
額となっています。日々の歯磨きと定期的な検診を受けて「８０２０」を目指しましょう。
問い合わせ　
　山村開発センター☎４６-２０９７

「おいしい」と「元気」を支える　丈夫な歯

問
い
合
わ
せ

■男性の料理教室

回 月　　日 内　　容 調　　理

第１回 ７月６日（木） バランスのよい食事とは 夏野菜を使った料理

第２回 ９月７日（木） 塩分を控えるために 調理法の工夫で減塩

親
子
食
育
講
座
も

開
催
し
て
い
ま
す



　

平
成
29
年
４
月
24
日
（
月
）
か

ら
４
月
28
日
（
金
）
ま
で
の
５
日

間
、
矢
祭
中
学
校
３
年
生
と
引
率

の
教
職
員
が
、
修
学
旅
行
の
た
め

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
向
か
い
ま
し

た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
飛
行
機
内
泊
を

除
い
た
３
日
間
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
各
名
所
の
見
学
や
シ
ド
ニ
ー

市
内
で
の
班
別
自
主
研
修
、
現
地

の
学
校
と
の
交
流
な
ど
を
行
い
、

普
段
の
生
活
と
は
違
っ
た
異
国
の

文
化
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
異
国
の
地
で
の
生
活
を

通
し
て
、
同
級
生
や
教
職
員
と
の

親
睦
を
深
め
る
と
と
も
に
、
日
本

で
は
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
貴

重
な
経
験
を
し
、
一
回
り
成
長
し

た
姿
で
帰
郷
し
ま
し
た
。
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●  i n t e r v i e w ●

１　ブルーマウンテンでの記念撮影
２　学校交流（女子校）で習字を教える生徒
　　と交流学校の生徒
３　ディナークルーズと夜景を楽しむ生徒
４　現地の食事をおいしくいただく生徒
５　オーストラリアの名所「オペラハウス」
６　現地の飲物を片手に班別研修をする生徒
７　学校交流で折り紙の兜をつくっての一枚
８　シドニー水族館内を見学する生徒
９　学校交流（男子校）で生徒同士が集まっ
　　ての記念撮影

　学校交流で会話をした方がとても

優しい人で、あまり英語が得意では

ない私の事を様々な場面で助けてく

れたことが嬉しかったです。修学旅

行全体としては、実行委員一人一人

がみんなを引っ張っていけていたと

思うので、充実した修学旅行になっ

たと思います。

鈴木麻
ま な み

菜美さん

副実行委員長

　オーストラリアでは、わからない

ことをみんなで協力して解決できた

班別自主研修が一番楽しかったで

す。それ以外にも、ディナークルー

ズでシドニーの夜景を見ることもで

きましたし、先生も私たちと一緒に

写真を撮って楽しんでいたので、学

年全体で楽しめたように思います。

吉岡沙
さ き

希さん

副実行委員長

　初めての海外で、異国の文化を感

じることができ、良い経験ができ

たなと思っています。「シドニー水

族館」では日本にはいないジュゴン

やカモノハシなどの珍しい動物を見

ることができ、「ブルーマウンテン」

では、その広大さに日本とのスケー

ルの違いを感じました。

古張　慶
けい

くん

副実行委員長

　個人的には「オーストラリア博物

館」で現地の文化や民族の暮らしを

見学できたことが印象に残っていま

す。また、実行委員会としては、み

んなケガなどもなく、ルールを守っ

て行動できていたので、良い修学旅

行になったのではないかなと思いま

す。

金澤里
り お

桜さん

実行委員長

Photos of memories：オーストラリアでの思い出 矢
祭
中
３
年
生

海
外
修
学
旅
行
実
施

YAM
ATSU

RI JU
N
IO
R H
IGH
 SCH

O
O
L

2017.4.24
         
2017.4.28

~

日　程 行　き　先

１日目 矢祭中学校 ▶ 羽田空港 ▶ シドニー空港

２日目 シドニー空港 ▶ ブルーマウンテン ▶ フェザーデールワイルド
ライフパーク ▶ シドニー湾ディナークルーズ ▶ ホテル

３日目 ホテル ▶ シドニー市内（班別自主研修）▶ レストラン ▶ ホテル

４日目 ホテル ▶ 学校交流（男女別）▶ ワイルドライフシドニーズー ▶ 
シドニー水族館 ▶ レストラン ▶ シドニー空港 

５日目 シドニー空港 ▶ 羽田空港 ▶ 矢祭中学校

■海外修学旅行日程表

１

３

2

４ ５

６ ７

８

９
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■
児
童
手
当
現
況
届
提
出
に
つ
い
て

児
童
手
当
に
つ
い
て

　

現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て

い
る
方
は
毎
年
６
月
に
現
況
届
を

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
届
は
、受
給
者
の
所
得
状
況
、

養
育
状
況
を
確
認
し
、
引
き
続
き

手
当
が
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
確

認
す
る
た
め
の
届
で
す
。
提
出
さ

れ
な
い
場
合
、
６
月
分
以
降
の
手

当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
間　

６
月
１
日
（
木
）
〜

　

６
月
30
日
（
金
）（
現
況
届
の

　

用
紙
送
付
後
に
提
出
）

提
出
場
所　

役
場
町
民
福
祉
課

添
付
書
類　

一
、
厚
生
年
金
に
加

　

入
し
て
い
る
方
は
、
保
護
者
の

　

被
保
険
者
証
の
写
し
等
（
受
給

　

者
が
被
用
者
で
あ
る
場
合
に
提

　

出
）

一
、
平
成
29
年
１
月
１
日
に
矢
祭

　

町
に
住
民
登
録
の
な
か
っ
た
方

　

は
、
前
住
所
地
の
市
町
村
長
が

　

発
行
す
る
児
童
手
当
用
所
得
証

　

明
書
（
平
成
28
年
分
）

一
、
児
童
と
別
居
し
て
監
護
養
育

　

し
て
い
る
方
は
、
別
居
監
護
申

　

立
書
及
び
子
ど
も
の
住
ん
で
い

　

る
世
帯
全
員
の
住
民
票

そ
の
他　

提
出
期
間
に
注
意
し
て

　

く
だ
さ
い
。

対
象
者　

中
学
校
卒
業
ま
で
（
15
歳

　

の
誕
生
日
後
の
最
初
の
３
月
31
日

　

ま
で
）
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

　

方
支
給
額　

３
歳
未
満
▼
一
律
１
万
５

　

千
円
／
３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前

　

▼
１
万
円
（
第
３
子
以
降
は
１
万

　

５
千
円
／
中
学
生
▼
一
律
１
万
円

　

／
特
例
給
付
▼
一
律
５
千
円
（
所

　

得
制
限
限
度
額
以
上
の
場
合
）

支
給
時
期　

原
則
と
し
て
毎
年
６
月
、

　

10
月
、
２
月
に
そ
れ
ぞ
れ
前
月
分

　

ま
で
の
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

そ
の
他　

児
童
手
当
は
、
原
則
、
申

　

請
し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
の
支
給

　

と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

　

い
。
ま
た
、
４
月
以
降
に
子
ど
も

　

が
生
ま
れ
た
方
、
４
月
以
降
に
矢

　

祭
町
に
転
入
さ
れ
た
方
で
申
請
が

　

お
済
み
で
な
い
方
は
早
め
に
お
手

　

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

町
民
福
祉
課
福
祉
グ

　

ル
ー
プ
☎
０
２
４
７
‐
４
６
‐
４

　

５
７
３

児
童
手
当
現
況
届
を

提
出
く
だ
さ
い

子
育
て
世
帯
定
住
支
援

事
業
助
成
金
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
平
成
28
年
度
に
引
き
続
き
、

町
内
外
の
子
育
て
世
帯
の
町
内
に
お
け
る

住
宅
取
得
等
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
子
育

て
世
帯
が
町
内
定
住
化
促
進
を
図
る
た

め
、
子
育
て
世
帯
の
住
宅
取
得
等
に
対
し

て
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

交
付
対
象　

町
内
に
定
住
す
る
意
思
の
あ

　

る
子
育
て
世
帯
で
、
町
が
定
め
る
規
定

　

に
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
世
帯
（
子
育

　

て
世
帯
と
は
、
中
学
生
以
下
の
子
ど
も

　

を
扶
養
、
若
し
く
は
、
配
偶
者
が
妊
娠

　

し
て
い
る
世
帯
な
ど
）

補
助
内
容　

一
、
子
育
て
世
帯
が
住
宅
を

　

新
築
す
る
場
合
に
は
、
坪
あ
た
り
２
万

　

円
を
助
成
す
る
／
二
、
町
外
の
子
育
て

　

世
帯
が
住
宅
を
新
築
す
る
場
合
に
は
、

　

坪
あ
た
り
４
万
円
を
助
成
す
る
／
三
、

　

前
述
一
、二
の
場
合
に
お
い
て
、
町
内

　

業
者
を
利
用
す
る
場
合
に
は
20
万
円
を

　

上
乗
せ
す
る
／
四
、
中
古
住
宅
の
取
得

　

に
つ
い
て
は
、
坪
あ
た
り
５
千
円
（
町

　

外
は
１
万
円
）
を
助
成
す
る

問
い
合
わ
せ　

事
業
課
事
業
グ
ル
ー
プ
☎

　

０
２
４
７
‐
４
６
‐
４
５
７
７

１　開会式で誓いの言葉を述べる代表児童
２　永山校長から勝ち旗を受け取る児童
３　「ちびっこスナイパーあらわる！」（1年生）
４　「お助け玉入れ」（2年生）
５　「棒引き合戦」（3年生）
６　「矢祭タイフーン 2017」（4年生）
７　「探し物はなんですか？」（５年生）
８　「親子で仲良くホットラン！」（6年生）
９　「男子代表紅白リレー」（各学年代表）
10　「矢祭音頭」（会場内全員）
11　「学年対抗綱引き」（優勝した 6学年 PTA）
12　閉会式で感想を発表する各学年代表児童
13　優勝旗を受け取った白組代表児童と参加
         賞を受け取った紅組代表児童

10

矢
祭
小
学
校

大
運
動
会

5 月 20 日（土）
2

11

１

３

６

４ ５

８７

９

12 13
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平
成
30
年
度
矢
祭
町
職
員
採
用
候
補
者
試
験

　ただし、次の各号のいずれかに該当する者は受験できません。
　①日本の国籍を有しない者
　②成年被後見人又は被保佐人（準禁治産者を含む）
　③禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けること
　　がなくなるまでの者
　④本町職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分日から２年を経過しない者
　⑤日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を
　　暴力で破壊することを主張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入
　　した者
■試験の方法及び期日、時間　
　第１次試験　平成 29年７月２3日（日）　受付時間午前 9時から 9時 30分

　　①教養試験　午前 10時から正午

　　　職員として必要な一般知識及び知能について、択一式による筆記試験を行

　　　います。

　　②一般性格診断検査　午後 0時 45分から 1時 20分

　　　職員として必要な資質を備えているかを性格の面からみる検査を行います。

　第２次試験　　

　　第１次試験合格者に対して、個別面接による試験を行います。

■試験会場
　第１次試験　福島大学（福島市金谷川１番地）　TEL　024-(548)-8006

　第２次試験　第１次合格者に対して後日通知いたします。

■受験手続
　申込用紙の請求　申込用紙は、矢祭町役場で交付します。

　　※郵便により申込用紙を請求する場合は、封筒の表に「大学卒程度試験申込　

　　用紙請求」又は「短大卒程度・資格免許職試験申込用紙請求」と朱書し、120

　　円切手を貼った宛先明記の返信用封筒（角型２号）を必ず同封してください。

　申込の方法　申込用紙に必要事項を記入して、矢祭町役場に提出してください。

　　※申込書を郵送する場合は 82円切手をはった自分宛の封筒を同封し、その　

　　表に「大学卒程度試験申込」又は「短大卒程度・資格免許職試験申込用紙請求」

　　と朱書して送付してください。

■受付期間
　平成 29年 5月 25日（木）から同 6月 23日（金）まで（執務時間中に限ります。）

　　※郵便による申込書提出の場合は、6月 21 日（水）までの消印のあるもの　

　　に限り受付けます。

■問い合わせ
　自立総務課総務グループ☎０２４７- ４６- ３１３１

試験職種 一般事務（大学卒程度） 保育士・幼稚園教諭（短大卒程度・資格免許職）

採用予定者人数 若干名 若干名

受験資格

昭和 57 年４月 2日から平成
8 年４月１日までに生まれ
た者（学歴は問いません）

昭和 57 年 4 月 2 日から平成 10 年 4 月 1 日までに
生まれた者で、両方の資格・免許を有する者又は平
成 30 年 3 月までに両方の資格・免許を取得見込み
の者（学歴は問いません）

塙
厚
生
病
院
４
月
着
任
の

医
師
を
ご
紹
介
し
ま
す

【なかじまたかひろ】

出身▶神奈川県

専門▶消化器一般外科

一言▶一般外科を中心

に、甲状腺・乳腺の診

療も行っております。多くの患者様の力にな

れるよう努力いたします。

中島　隆宏
外科

【せきしのぶ】

出身▶茨城県

専門▶慢性疼痛

一言▶地域の方々のお

役にたてるよう、粉骨

砕身努力させていただきます。よろしくお

願いいたします。

関　忍
整形外科

【たていしたく】

出身▶東京都

専門▶膝関節・外傷一般

一言▶膝関節が専門で

人工膝関節置換術、関

節鏡手術などを行っております。何でも気軽に

ご相談ください。よろしくお願いいたします。

立石　琢
整形外科

【えんどうえいせい】

出身▶郡山市

専門▶消化器一般外科

一言▶久慈川沿いの桜

並木がお気に入りのス

ポットです。地域の患者様のために、献身的

に働きます。よろしくお願いします。

遠藤　英成
外科

【なかじまゆうき】

出身▶南相馬市

専門▶消化器内科

一言▶地域に貢献でき

るように専門の消化器

だけでなく、内科全般を診療しておりますの

で、よろしくお願いいたします。

中島　勇貴
内科

【よこくらしゅんや】

出身▶茨城県

一言▶患者様のお話を

聞くのみならず、行動

の方針を一緒に話し合

えるような診療ができればと思っておりま

す。よろしくお願いいたします。

横倉　俊也
心療科

営
業
日　

毎
週
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
を

　

除
く
）

営
業
時
間　

午
前
８
時
〜
午
後
５
時

利
用
者　

ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す

活
用
方
法
例　

無
料
休
憩
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

　

／
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

　

／
町
内
各
種
団
体
の
会
議
ス
ペ
ー
ス
と
し

　

て
（
町
内
の
団
体
15
名
ま
で
で
あ
れ
ば
利

　

用
可
能
で
す
）
／
ト
イ
レ
の
み
の
利
用
等

　
（
＊
３
日
前
ま
で
に
予
約
す
れ
ば
土
・
日
・

　

祝
日
も
利
用
可
能
、
ま
た
午
後
９
時
ま
で

　

利
用
可
能
）

注
意
点　

飲
食
物
等
の
持
ち
込
み
は
で
き
ま

　

す
が
、
会
議
等
で
使
用
し
た
際
の
ゴ
ミ
は

　

各
団
体
で
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

　

飲
酒
・
喫
煙
、
商
業
行
為
等
は
禁
止
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協
議
会
見
守
り
宅

　

配
サ
ー
ビ
ス
事
業
☎
５
７
‐
５
６
５
９

『
地
域
見
守
り
ふ
れ
あ
い

拠
点
』
オ
ー
プ
ン

町
内
一
斉
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

作
戦
を
実
施
し
ま
す

　

県
内
一
斉
の
河
川
・
海
岸
環
境
美
化
運
動

の
一
環
と
し
て
、
今
年
も
町
内
一
斉
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
作
戦
を
左
記
の
と
お
り
実
施
い
た

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

日
時　

平
成
29
年
６
月
25
日
（
日
）
午
前
６

　

時
〜
午
前
８
時
（
小
雨
の
場
合
は
決
行
、

　

荒
天
の
場
合
は
７
月
２
日
（
日
）
に
延
期
）

実
施
方
法　

各
区
（
地
域
）
が
主
体
と
な
り
、

　

各
戸
１
名
の
協
力
に
よ
る
町
民
総
ぐ
る
み

　

参
加
に
よ
る
も
の
と
す
る

実
施
地
域　

居
住
地
周
辺
の
河
川
、
沢
、
道

　

路
、
公
園
等

作
業
内
容　

空
缶
、
空
瓶
、
廃
ビ
ニ
ー
ル
、

　

燃
え
る
ご
み
等
の
収
集
及
び
雑
草
の
刈
り

　

払
い
等

そ
の
他　

実
施
区
域
、
方
法
に
つ
い
て
は
、

　

各
区
長
及
び
各
班
長
の
指
示
に
従
っ
て
く

　

だ
さ
い
。
ま
た
、
毎
年
「
家
庭
ご
み
」
を

　

出
す
方
が
お
り
ま
す
が
、
趣
旨
に
反
し
ま

　

す
の
で
、
出
さ
な
い
よ
う
に
お
願
い
い
た

　

し
ま
す
。
ご
不
明
な
点
等
は
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

町
民
福
祉
課
生
活
環
境
グ
ル

　

ー
プ
☎
４
６
‐
４
５
７
４



耐震診断

町では、木造住宅耐震診断者派遣事業、
木造住宅耐震改修支援事業を行っています。

耐震改修

問い合わせ 事業課事業グループ☎４６- ４５７７
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Library Inform
ation

図
書
館
だ
よ
り

図
書
館
6
月
の
イ
ベ
ン
ト

矢
祭
読
書
の
日
…
6
月
18
日
（
日
）
午
前

　

９
時
〜
正
午

　

▼
第
３
日
曜
日
は
読
書
の
日
。
お
近
く

　

の
文
庫
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

講
談
社
お
は
な
し
隊
来
館
…
６
月
25
日（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
５
分

　

▼
２
年
に
一
度
の
お
楽
し
み
、
講
談
社

　

お
は
な
し
隊
が
や
っ
て
き
ま
す
。

親
子
で
楽
し
む
「
新
聞
の
ひ
み
つ
」
…
６

　

月
10
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
正
午

　

▼
身
近
な
メ
デ
ィ
ア
「
新
聞
」
に
つ
い

　

て
、
親
子
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

【
今
月
の
コ
ー
ナ
ー
】

　

▼
毎
月
テ
ー
マ
ご
と
に
家
読
の
お
す
す

　

め
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。
６
月
は
梅
雨

　

入
り
な
ど
、
天
候
の
変
化
が
多
い
時
期
。

　

そ
こ
で
、「
天
気
に
関
す
る
本
」
を
あ
つ

　

め
ま
し
た
。

【
あ
た
ら
し
く
寄
贈
さ
れ
た
本
】

　

▼
「
よ
く
わ
か
る
知
的
財
産
権
」
岩
瀬
ひ

　

と
み　

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
（
児
童
書
）

【
読
書
通
帳
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
】

　

▼
図
書
館
で
無
料
配
布
し
て
い
る
「
読

　

書
通
帳
」
は
、
30
冊
読
ん
で
ひ
と
こ
と

　

感
想
も
加
え
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ゆ
め
活
ポ
イ
ン
ト
を
50
ポ
イ
ン
ト
さ
し

　

あ
げ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

今
月
の
休
館
日

　

６
月
５
日（
月
）、12
日（
月
）、19
日（
月
）、

　

26
日
（
月
）

問
い
合
わ
せ　

矢
祭
も
っ
た
い
な
い
図
書
館

　

☎
４
６
‐
４
６
４
６

矢祭町地域おこし協力隊コラム

作

　

森

田

僚

也

俳
句　

ふ
き
の
芽
句
会

　

平
成
二
九
年
五
月
実
施

立
ち
話
し
長
く
な
り
そ
う
青
嵐

昭
和
去
り
食
の
想
い
出
尚
さ
び
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川　

柳
子

木
瓜
の
花
免
許
返
納
諭
す
道

草
若
葉
画
像
に
弾
く
久
慈
な
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

良
夫

古
民
家
の
釣
瓶
井
戸
古
る
今
年
竹

白
子
干
し
し
の
字
の
形
し
て
お
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
沢　

タ
ツ

初
夏
や
草
を
引
く
事
日
課
と
し

つ
ば
め
来
る
水
郡
線
の
無
人
駅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
志
津
子

植
え
し
田
に
入
る
白
鷺
を
罵
れ
り

斧
痕
に
樹
液
固
ま
る
聖
五
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

正
則

『
矢
祭
町
商
店
マ
ッ
プ
取
材
を

始
め
ま
し
た
』

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
な
の

に
、
矢
祭
町
の
商
店
の
情
報
を

ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
…
。

　

矢
祭
町
の
事
を
も
っ
と
も
っ

と
知
り
た
い
！
情
報
も
発
信
し

た
い
！
！

　

私
達
地
域
お
こ
し
協
力
隊
３

人
に
は
そ
の
よ
う
な
想
い
が
あ

り
ま
す
。

　

４
月
よ
り
地
域
お
こ
し
協
力

隊
が
３
人
体
制
に
な
り
、
一
緒

に
回
れ
る
頼
れ
る
仲
間
が
出
来

た
事
で
口
下
手
で
人
と
話
す
こ

と
を
あ
ま
り
得
意
と
し
な
い
私

で
も
、
矢
祭
町
の
商
店
さ
ん
を

知
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活

動
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
５
月
よ
り
早
速
、
矢

祭
町
の
商
店
を
知
る
為
に
回
り

始
め
て
お
り
ま
す
。

　

取
材
の
情
報
を
元
に
「
矢
祭

町
の
商
店
マ
ッ
プ
化
」
を
目
指

し
て
お
り
ま
す
！
ま
だ
ま
だ
始

ま
っ
た
ば
か
り
な
の
で
全
商
店

を
巡
る
に
は
時
間
が
か
か
り
そ

う
で
す
。

　

商
店
の
取
材
に
巡
っ
て
い
て

感
じ
た
事
な
の
で
す
が
、皆
様
、

お
忙
し
い
仕
事
の
中
に
も
関
わ

ら
ず
私
達
の
取
材
を
快
く
引
き

受
け
て
く
れ
、
優
し
く
迎
え
入

れ
て
く
れ
ま
す
。
中
に
は
「
大

変
だ
ろ
う
け
ど
、
頑
張
っ
て

ね
！
」
と
の
優
し
い
お
声
ま
で

…
。
と
て
も
嬉
し
く
、
励
み
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
先
も
、
矢
祭
町
地

域
お
こ
し
協
力
隊
か
ら
の
取
材

の
電
話
、
訪
問
が
続
き
ま
す
。

遠
く
か
ら
見
て
も
す
ぐ
に
わ
か

る
よ
う
な
、
黄
色
が
ト
レ
ー
ド

マ
ー
ク
の
で
っ
か
い
奴
、
森
田

と
湘
南
ダ
ン
デ
ィ
ー
な
青
樹
雅

実
隊
員
と
天
真
爛
漫
な
元
気

ボ
ー
イ
福
山
正
真
隊
員
が
訪
れ

ま
す
の
で
、
ご
協
力
い
た
だ
け

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

森田僚
ともや

也（35）

対象住宅　町内に存在する木造住宅で、次のすべてに
　該当する住宅
　①所有者が自ら居住する住宅
　②昭和 56 年５月 31 日以前に着工された住宅
　③在来軸組工法、伝統的工法および枠組壁工法など
　　による３階建て以下の住宅
　④過去に本事業による耐震診断を受けていない住宅

申込方法　次の書類をご提出ください
　①木造住宅耐震診断者派遣申込書
　②付近見取り図
　③各階平面図
　④着工時期が確認できる資料
　⑤納税証明書
　⑥世帯全員の住民票謄本
　⑦図面等の書類が不足する場合は、担当課までご連

　　絡ください

申込期限　平成 29 年 10 月 31 日（火）
募集戸数　２戸
診断費用（個人負担）　６千円
その他　申し込み多数の場合は、建築年次の古い順お
　よび必要と考える木造住宅を優先します。

対象住宅　町内に存在する木造住宅で、次のすべてに
　該当する住宅
　①所有者が自ら居住する住宅
　②昭和 56 年５月 31 日以前に着工された住宅
　③在来軸組工法、伝統的工法および枠組壁工法など
　　による３階建て以下の住宅
　④耐震診断を受けた結果、その基準未満の住宅
　⑤補助金交付決定年度に、耐震改修工事が完了するもの
申込方法　次の書類をご提出ください
　①補助金交付申請書
　②付近見取り図、配置図、平面図、基礎伏図、耐震
　　補強詳細図
　③工事着工前の写真
　④木造住宅耐震診断報告書の写し
　⑤見積書の写し
　⑥実施計画時の耐震計算書
　⑦建築士免許の写し
　⑧納税証明書
申込期限　平成 29 年 10 月 31 日（火）（先着順）
支援内容　改修方法（一般、簡易、部分）に応じて、
　35 万円～ 100 万円を上限として、工事費用の 2分の
　1以内
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いろいろありますが、何かすごいことに挑戦してみ
たいです。

立派な大人になることです。

フットサルなどたくさんあります。

自然が豊かで良いと思います。

体を鍛えることが好きなので、スポーツジムのよう
な施設ができると嬉しいです。

今年の２月に東京から戻ってきたので、町内で見か
けた時には声を掛けてもらえたらと思います。

ワカ
モノ

フェイスaceＦ
何
か
す
ご
い
こ
と
に
挑
戦
し
た
い

角田　雅弥さん

Ｍ
ａ
ｓ
ａ
ｙ
ａ
　
Ｔ
ｓ
ｕ
ｎ
ｏ
ｄ
ａ

つのだまさや● 22 歳・東舘在住

メッセージ

from結婚支援室（36）

message

次は菊池悠也さん（関岡）の予定です。

No.39

　　

平
成
24
年
２
月
に
温
泉
サ
ロ
ン

が
開
始
さ
れ
て
か
ら
現
在
ま
で
温

泉
サ
ロ
ン
サ
ポ
ー
タ
ー
を
続
け
て

い
る
東
舘
在
住
の
原
み
つ
子
さ

ん
。今
年
で
６
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

サ
ポ
ー
タ
ー
を
始
め
た
き
っ
か

け
を
伺
う
と
「
隣
人
に
『
高
齢
者

の
サ
ポ
ー
ト
を
や
っ
て
み
な
い
で

す
か
。』
と
温
泉
サ
ロ
ン
を
紹
介

さ
れ
、
や
っ
て
み
よ
う
と
思
い
始

め
ま
し
た
。
舘
山
で
講
習
を
受
け

て
か
ら
は
、
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
の
和

室
を
使
用
し
て
こ
の
サ
ロ
ン
を
続

け
て
き
ま
し
た
。」
と
原
さ
ん
は

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

温
泉
サ
ロ
ン
は
、
毎
週
４
回

（
月
・
火
・
水
・
木
）
午
前
10
時

か
ら
午
後
３
時
ま
で
の
時
間
帯
で

実
施
し
て
お
り
、
各
地
区
ご
と
で

曜
日
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
主

に
入
浴
、
手
芸
、
輪
投
げ
な
ど
の

運
動
、
ラ
ジ
オ
体
操
、
歌
を
歌
う

な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
送
迎
も
行
わ
れ
て
お
り
、
交

通
手
段
が
な
い
方
で
も
参
加
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
に
つ
い
て
原
さ
ん
は

「
利
用
者
の
方
に
来
て
も
ら
え
て
、

『
楽
し
み
で
す
。』
と
言
っ
て
も
ら

え
る
こ
と
が
嬉
し
い
で
す
ね
。
ま

た
、
毎
回
い
ろ
ん
な
方
と
い
ろ
ん

な
お
話
し
が
で
き
る
の
で
自
分
た

ち
も
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。」

と
楽
し
さ
と
や
り
が
い
を
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
開
始
当
時
と
変
わ
ら

ず
、
多
く
の
方
に
利
用
し
て
も
ら

っ
て
い
る
こ
の
場
所
を
、
今
後
も

継
続
し
て
行
け
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。
お
昼
代
以
外
の
費
用
は
掛

か
り
ま
せ
ん
し
、
介
護
認
定
を
受

け
て
い
な
い
65
歳
以
上
の
方
な
ら

ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
の

で
、
お
友
達
を
連
れ
て
ぜ
ひ
一
度

利
用
し
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま

す
。」
と
利
用
促
進
を
願
い
ま
す
。

●今、一番やりたいことは何ですか？

●将来の夢は何ですか？

●趣味は何ですか？

●町の好きなところはどこですか？

●アピールしたいことはありますか？

　　「東白川 de（楽しく）婚活」　　
　　　　　  （東白川青年会議所主催）

日時　6 月 25 日（日）10:30 ～ 16:10
会場　棚倉町文化センター「倉美館」
対象　地元の男性（20 歳～ 45 歳）
　　　女性（20 歳～ 45 歳）

詳しくは、結婚支援室まで。
ＴＥＬ 0247-46-4884

●町への要望はありますか？

婚活イベント開催のお知らせ

歌を歌う温泉サロン利用者とそれに合わせて手拍子
をするサポ―トスタッフ。

毎
回
、
い
ろ
い
ろ
な
方
と

い
ろ
い
ろ
な
話
し
を
す
る
こ
と
が
楽
し
み

人矢祭
まちのかがやく人・頑張る人

－ Vol.39 －

原　

み
つ
子
さ
ん

PROFILE
【はらみつこ】　東舘在住。趣味は歌・コー
ラス（ハーモニー矢祭所属）。モットーは「い
つまでも笑顔で」

　

町
の
結
婚
支
援
事
業
に
昨
年
度

よ
り
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

婚
活
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
中
瀬
明

美
さ
ん
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

現
在
、
古
殿
町
在
住
の
中
瀬
さ

ん
で
す
が
、出
身
は
兵
庫
県
で
す
。

古
殿
町
で
牧
場
を
経
営
す
る
ご
主

人
と
の
出
会
い
は
、
間
違
い
電
話

を
か
け
た
こ
と
だ
そ
う
で
、
お
互

い
に
関
西
弁
と
福
島
な
ま
り
の
や

り
と
り
か
ら
９
か
月
後
に
は
入
籍

し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
お
持

ち
で
す
。

　

婚
活
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し

て
、
ま
た
母
育
園
の
講
師
と
し
て

各
種
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
を
務
め
る

傍
ら
、
ご
主
人
が
関
わ
る
酪
農
で

も
役
員
な
ど
を
務
め
、
そ
の
活
動

は
県
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
東
北
、

全
国
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
中
瀬
さ
ん
に
ご
自
身
の
Ｐ
Ｒ
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

趣
味
▼
ス
ト
レ
ッ
チ

モ
ッ
ト
ー
▼
「
他
人
の
足
元
を
照

　

ら
す
」

今
後
の
夢
▼
矢
祭
町
で
も
っ
と
婚

　

活
塾
の
よ
う
な
お
手
伝
い
が
で

　

き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

次
回
は
矢
祭
町
の
結
婚
支
援
事

業
に
関
し
て
意
見
を
伺
い
ま
す
。

中瀬　明美さん
婚活プロデューサー



TOWN TOPICS
まちの話題 身近な情報を寄せてください。自立総務課総務グループ

TEL ０２４７－４６－３１３１　FAX ０２４７－４６－３１５５

稚鮎を放流する矢祭小学校３年生の児童

　５月１０日（月）、矢祭福祉会特別養護老人ホー
ムユーアイホームに入所している大森五郎さんが百
歳の誕生日を迎え、ユーアイホーム会議室において
百歳賀寿贈呈式が行われました。当日は体調を崩し
入院中の五郎さんに代わって、同じく入所中の妻ヒ
デさんと二人の娘さんが贈呈を受けました。

放水訓練を受ける新入団員

　4月２７日（木）、町と久慈川第１漁業協同組合
による稚鮎の放流が矢祭橋下の河川敷で行われまし
た。放流には関係団体とともに、矢祭山みどりの少
年団（矢祭小学校３年生）も参加し、元気に大きく
育つよう願いを込めながら、約１万尾の稚鮎を放流
していました。

代理で贈呈を受けた妻のヒデさんとご家族、関係者

　５月７日（日）、山村開発センターにて町消防団
新入団員訓練が行われました。今年度の新入団員は
７人で、消防団員としての基礎知識や心構えを学ん
だのち、駐車場において訓練礼式指導・放水訓練等
を行いました。新入団員は、町防災の要の新戦力と
して真剣に訓練に臨んでいました。

大きく育てと願いを込めて
▶稚鮎放流

百歳達成を祝い賀寿を贈呈
▶百歳賀寿贈呈式

町消防団に新戦力
▶町消防団新入団員訓練

記念植樹を行う代表者

矢祭中学校へ贈呈後の記念撮影

　５月１５日（月）、町内９地区（中石井・下石井・
戸塚・東舘・関岡・小田川・高山・大垬・ニュータ
ウン中山）のふれあいサロン代表者が、矢祭中学校・
やまつりこども園・ユーアイホームに合計９８０枚
の手縫いの雑巾を寄贈しました。この雑巾は、各地
区のサロン参加者が心を込めて縫ったものです。

心を込めて縫った雑巾を寄贈
▶ふれあいいきいきサロン雑巾贈呈式

本町では１２年ぶりの開催
▶第６７回地方植樹祭

　５月２５日（木）、国土緑化東白川地方推進委員
会等主催の第６７回地方植樹祭が金沢地域「来

く

る里
り

の杜
もり

」で開催されました。１２年ぶりに本町での開
催となったこの植樹祭には、多くの来賓や矢祭山み
どりの少年団等が参加し、地球環境を守る森林の大
切さについて認識を深めました。

フラダンスを見ながら会食する参加者

誓いのことばを述べた各団体の代表者

　５月１３日（土）、山村開発センター大集会室に
おいて平成２９年度生涯学習合同開級式が行われま
した。式には、平成大学・女性団体連絡協議会・ふ
るさと探検隊のみなさんが集まり、各団体の代表者
による誓いのことばが述べられました。閉式後には、
各団体それぞれに、今年度最初の事業を行いました。

生涯学習３団体合同での開級式を実施
▶生涯学習合同開級式

　５月１４日（日）、地域密着型特別養護老人ホー
ムユーハイム矢祭で１０回目となる「田植え祭」が
開催されました。会場となったユーハイム矢祭駐車
場には、多くの利用者、家族、関係者が集まり、フ
ラダンスなどのアトラクションや会食を楽しみ、交
流親睦を図りました。

多くの利用者や家族を迎えて
▶ユーハイム矢祭第１０回田植え祭
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　今月号の１１ページで掲載した、矢祭中
学校３年生の海外修学旅行では、インタ
ビューをした実行委員会のみなさんに５～
７の写真を選んでいただきました。実際に
オーストラリアへ行った生徒たちの楽しい
思い出が掲載でき、私もオーストラリアへ
行った当時のことを思い出すことができま
した。実行委員会のみなさん、矢祭中学校
教職員のみなさんご協力ありがとうござい
ました。　　　　　　　　　　　　　　（海）

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る

の
に
必
要
な
期
間
（
受
給
資

格
期
間
）
が
、「
25
年
」
か
ら

「
10
年
」
に
短
縮
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
日
本
年
金
機

構
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
対
象
と

な
る
方
に
黄
色
の
封
筒
を
お
届

け
し
て
い
ま
す
。
制
度
の
開
始

は
、
平
成
29
年
８
月
１
日
（
最

も
早
い
年
金
の
お
支
払
い
は
平

成
29
年
10
月
）
で
す
。
ま
だ
、

請
求
手
続
を
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
今
す
ぐ
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ

ル
に
お
電
話
い
た
だ
き
、
予
約

の
上
、
年
金
事
務
所
に
て
手
続

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

ね
ん
き
ん
ダ
イ

　

ヤ
ル
☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐

　

１
１
６
５

　

子
育
て
支
援
策
の
一
環
と
し

て
、
三
世
代
以
上
の
方
が
同
居

又
は
近
居
す
る
住
宅
を
取
得
し

た
場
合
、
取
得
し
た
住
宅
に
係

る
不
動
産
取
得
税
の
一
部
を
申

請
に
よ
り
軽
減
い
た
し
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

福
島
県
県
南
地

　

方
振
興
局
県
税
部
☎
０
２
４

　

８
‐
２
３
‐
１
５
１
７
／
県

　

庁
税
務
課
☎
０
２
４
‐
５
２

　

１
‐
７
０
６
８

　

平
成
29
年
５
月
29
日
（
月
）

か
ら
、
全
国
の
登
記
所
（
法
務

局
）
に
お
い
て
、
各
種
相
続
手

続
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
「
法
定
相
続
情
報
証
明
制

度
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の

制
度
は
、
法
定
相
続
人
が
誰
で

あ
る
の
か
を
登
記
官
が
証
明
す

る
も
の
で
す
。
こ
の
制
度
を
利

用
す
る
こ
と
で
、
各
種
相
続
手

続
で
戸
籍
謄
本
の
束
を
何
度
も

出
し
直
す
必
要
が
な
く
な
り
ま

す
。
手
続
き
先
が
複
数
あ
る
場

合
、
手
続
が
同
時
に
進
め
ら
れ

る
等
、
と
て
も
便
利
な
制
度
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。
発
行
に
必

要
な
書
類
等
、
詳
し
く
は
法
務

局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
、
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ　

福
島
地
方
法
務

　

局
不
動
産
登
記
部
門
☎
０
２

　

４
‐
５
３
４
－
２
０
４
５

　

主
に
成
人
に
対
し
て
の
心
肺

蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方

法
、
止
血
法
、
異
物
除
去
法
を

学
ぶ
救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
10
日
（
土
）
午
前

　

９
時
〜
正
午
／
７
月
４
日（
火
）

　

午
前
９
時
〜
正
午

場
所　

棚
倉
消
防
署
（
６
月
10

　

日
）
／
白
河
市
社
会
福
祉
協

　

議
会
（
７
月
４
日
）

問
い
合
わ
せ　

棚
倉
消
防
署
☎

　

０
２
４
７
‐
３
３
‐
４
５
２

　

２
／
白
河
消
防
署
☎
０
２
４

　

８
‐
２
２
‐
２
１
５
５

　

６
月
１
日
か
ら
30
日
の
１
ヶ

月
間
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
強

化
月
間
で
す
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
着
用
し
て
い
な
か
っ
た
た
め

に
助
か
る
は
ず
だ
っ
た
命
が
失

わ
れ
る
事
故
が
大
変
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
命

を
守
る
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
そ
し

て
大
切
な
子
ど
も
の
命
を
守
る

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

町
民
福
祉
課
町

　

民
グ
ル
ー
プ
☎
４
６
‐
４
５

　

７
４

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
29
年

度
第
２
学
期
の
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
現
在
、
10
代
か
ら

90
代
ま
で
の
世
代
約
９
万
人
の

学
生
が
、大
学
を
卒
業
し
た
い
、

学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
様
々

な
目
的
で
学
ん
で
お
り
、
心
理

学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、

約
３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目

が
あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
全
国

学
習
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て

お
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の

学
生
の
交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

請
求
く
だ
さ
い
。

出
願
期
間　

平
成
29
年
８
月
31

　

日
ま
で
（
第
１
回
）
／
平
成

　

29
年
９
月
20
日
ま
で
（
第
２

　

回
）

問
い
合
わ
せ　

放
送
大
学
福
島

　

学
習
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
４
‐

　

９
２
１
‐
７
４
７
１

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
税
務
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍

す
る
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ

る
税
務
職
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
国
の
財
政
を
支
え
る
税
務

職
員
に
、
あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン

行事＆お知らせ

情報局情報局人　口 ５,９５９人（－   ６）
男 ２,９３７人（＋   １）
女 ３,０２２人（－   ７）
世　帯 ２,０８３世帯（＋   ２）

ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

受
験
資
格　

高
校
卒
業
見
込
み

　

の
者
及
び
高
校
卒
業
後
３
年

　

を
経
過
し
て
い
な
い
者
ま
た

　

は
、
人
事
院
が
こ
れ
と
同
等

　

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

受
験
申
込
受
付
期
間　

平
成
29

　

年
６
月
19
日
（
月
）
〜
平
成

　

29
年
６
月
28
日
（
水
）
ま
で

申
込
方
法　

受
験
申
込
み
は
、

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
申

　

込
み
と
な
り
ま
す
。（
国
家

　

公
務
員
試
験
採
用
情
報
Ｎ
Ａ

　

Ｖ
Ｉ
）な
お
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

　

ト
で
申
し
込
め
な
い
場
合
は
、

　

受
検
申
込
受
付
期
間
前
に
仙

　

台
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験

　

研
修
係
又
は
人
事
院
東
北
事

　

務
局
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

試
験
日　

平
成
29
年
９
月
３
日

　
（
日
）（
第
１
次
試
験
）

問
い
合
わ
せ　

仙
台
国
税
局
人

　

事
第
二
課
試
験
研
修
係
☎
０

　

２
２
‐
２
６
３
‐
１
１
１
１

　

／
人
事
院
東
北
事
務
局
☎
０

　

２
２
‐
２
２
１
‐
２
０
２
２

　

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
で
は
不
動
産
登
記
や
会

社
登
記
、
相
続
・
遺
言
、
多
重

債
務
、
少
額
の
裁
判
、
成
年
後

見
等
に
関
す
る
法
律
相
談
を
行

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す

が
、
事
前
に
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
緊
急
を
要
す
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
最
寄
の
相

談
員
を
紹
介
し
ま
す
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

開
催
日　

６
月
15
日
（
木
）
／

　

７
月
６
日
（
木
）

時
間　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

　
（
６
月
15
日
）
／
午
後
５
時

　

〜
午
後
８
時
（
７
月
６
日
）

場
所　

須
賀
川
市
中
央
公
民
館

　

２
階
Ｏ
Ａ
研
修
室
（
６
月
15

　

日
）／
マ
イ
タ
ウ
ン
白
河（
７

　

月
６
日
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ　

☎
０
１

　

２
０
‐
８
１
‐
５
５
３
９（
平

　

日
午
前
10
時
〜
午
後
12
時
30

　

分
、
午
後
１
時
30
分
〜
午
後

　

４
時
）

人の動き
５月１日現在の住民基本台帳より

（　）内は前月比

赤ちゃんの名前 誕生月日 保護者 地 区
鈴木　櫻

さ く ら こ

子 4/24 貴博 ・ 睦 下石井

鈴木　諒
り ょ う じ

次 4/27 啓也 ・ 牧 下石井

小貫　詠
え ま

麻 5/1 仁士 ・ 由香里 東　舘

鈴木　颯
そ う す け

将 5/2 将訓 ・ 紀子 中石井

蓮見　涼
り ん か

華 5/5 美喜男 ・ 智美 関　岡

菊池　奏
か な た

多 5/15 好峰 ・ 真由美 戸　塚

●赤ちゃん誕生おめでとう（敬称略）

亡くなられた方 年齢 届出者 没月日 地 区
髙澤きのい 92 光一 4 / 27 内　川
石井キヌイ 67 崇文 4 / 28 内　川
鈴木カツ子 79 幸一 4 / 29 中石井
鈴木　敬三 89 正明 5 / 3 上関河内
益子ハツイ 95 正則 5 / 5 宝　坂
芳賀　昌子 80 幸治 5 / 5 内　川
髙信　雄一 73 智一 5 / 5 東　舘
豊田　耕一 68 仁 5 / 7 下関河内
松本八重子 83 和則 5 / 10 茗　荷
落合　秀子 87 淳利 5 / 17 東　舘
古市　サタ 83 芳郎 5 / 25 内　川

●お悔み申し上げます（敬称略）

●あとがき

「火事・救急・救助は119番」
　　 問　棚倉消防署矢祭分署
　　　　  ☎ 46―2119

平成２９年全国山火事防止統一標語
「火の用心　森から聞こえる　ありがとう」

「あなたなら　無事故の着地　決められる！」
　６月は危険物安全週間です。危険物は火災発生・拡
大の危険性が大きく、危険物流出事故は水質、土壌汚
染の危険性があります。「あなたなら　無事故の着地
　決められる！」を推進標語に危険物を正しく取り扱
いましょう。また、火災・救急の際は、矢祭分署の一
般加入電話への通報ではなく、１１９番（消防指令セ
ンター）への通報をお願いします。

●町内火災・救急件数
（平成29年1月1日～5月15日）

火災件数　 ４件
救急出動   　97件

消防分署からのお願い
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用

強
化
月
間
で
す

案　
　

内

募　
　

集

相　
　

談

年
金
請
求
書
の
手
続
漏
れ

が
あ
り
ま
せ
ん
か

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度

が
始
ま
り
ま
し
た

税
務
職
員
を
募
集
し
ま
す

救
命
講
習
会
を

開
催
し
ま
す

放
送
大
学
10
月
生

募
集
の
お
知
ら
せ

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
法
律
相
談

三
世
代
同
居
・
近
居
住
宅

を
取
得
す
る
方
へ

2223

町県民税▶第１期
国民健康保険税▶第 1期
介護保険料▶第 1期
納期限（口座振替日）▶６月３０日（金）

●今月の納税



　菊池さんご家族は、お父さんの雄馬さん、お母さんの浩枝さん、
長男の道くんの３人家族です。ご両親は道くんに「優しくて思いや
りがあり、運動が好きな子に育ってほしいです。」と話します。家
での道くんは元気で明るく、菊池家のムードメーカー的な存在です。
そんな道くんの名前の由来を伺うと「自分の道を真っ直ぐ歩んでい
けるようにという願いを込めてこの名前をつけました。」と教えて
くれました。また、道くんに関するエピソードを伺うと「一緒に買
い物に行くときは『お菓子は１つまで』と言うのですが、道は『チー
ズはお菓子じゃないもんね』と言ってくるので反論できず買ってし
まっています。」と浩枝さんは微笑みます。いつでも家族を笑顔に
してくれる道くんのこれからが楽しみです。

月情報カレンダー
［省略］○…当番医　山開…山村開発センター
　　 　塙…塙厚生病院　舘山…舘山荘　スイ…スインピア6

家族と一緒に
Interview With the f  amily

お子さん　菊池　道
あゆむ

くん（2）

お父さん　雄馬さん　　お母さん　浩枝さん　

【東舘在住】

発
行
/矢
祭
町
役
場
自
立
総
務
課

TEL0247
‐46

‐3131FAX0247
‐46

‐3155
H
.P.Add http://w

w
w
.tow

n.yam
atsuri.fukushim

a.jp/

住
所
/〒
963―5192 福

島
県
東
白
川
郡
矢
祭
町
大
字
東
舘
字
舘
本
66番

地
E-m
ail soum

u-g@
tow
n.yam

atsuri.fukushim
a.jp

印
刷
/塙
町
本
町
佐
藤
印
刷
所

6
June

2017
広
報

Public 
Relations
Yam

atsuri

人
が
輝
き
  ま
ち
が
輝
き
  明
日
に
輝
く
  や
ま
つ
り
町

◆
１
枚
に
つ
き
１
名
有
効

◆
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用
は

で
き
ま
せ
ん３００円温泉入浴券

東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

※ユーパル矢祭では、下記のとおり３００円で入浴できる日帰り温泉券を配布いたしますので切り取ってご利用ください。

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：平成２9年 7月 31日まで
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日 月 火 水 木 金 土
4 5 6 7 8 9 10
●さわやかサイクリング
　（8：00～12：00）
●久慈川第一漁協あゆ釣解禁日

●運動教室
　山開（10：00～11：00）

●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30）

○深谷クリニック☎33-3223 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

11 12 13 14 15 16 17
●３か月児健康診査
　塙（13：30～13：40）
●心の健康相談会
　    山開（13：00～16：00）

●元気づくり教室
　舘山（14：00～ 15：00）

●運動教室
　山開（10：00～11：00）

●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30）

●愛の献血
　（ユーパル矢祭駐車場・役場駐車場）

○車田病院☎43-1019 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

18 19 20 21 22 23 24
●矢祭読書の日 ●運動教室

　山開（10：00～11：00）

○おおひら整形外科クリニック☎33-9468 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

25 26 27 28 29 30 7/1
●町内一斉クリーンアップ作戦 ●家族の相談会

　    山開（9：00～12：00）
●元気づくり教室
　舘山（14：00～ 15：00）

●運動教室
　山開（10：00～11：00）

●スインピア矢祭屋外プールオープン（予定）

○塙厚生病院☎43-1145 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

2 3 4 5 6 7 8
●３歳児健康診査
　山開（13：00～13：15）

●運動教室
　山開（10：00～11：00）

●カンガルーくらぶ

●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30）

○木村医院☎46-3528 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ


